
いちごドリルプリント

細胞・光合成・体のしく
み 名前

問1 植物の葉を顕微鏡で観察すると、光合成を行う細胞が並んでいる部分や、水や養分が通る管が集まっている部分、表面を保護する細胞が並んで
いる部分などが見られる。このように、共通の形や働きを持った細胞が集合している区分を何というか。 （2022年 高知県公立入試 類似）

1. 組織 2. 小器官 3. 器官 4. 個体

問2 熱いものに手が触れた際、熱いと感じるよりも先に思わず手を引っ込める「反射」という現象において、刺激に対する命令を出す中心となる器
官はどれですか。 （2017年 福井県公立入試 類似）

1. 筋肉 2. 感覚器 3. 脊髄 4. 大脳

問3 肘を支点、筋肉の付着部を力点、重さ2kgの買い物かごを持つ手を作用点とした腕のモデルにおいて、筋肉が買い物かごを支えるために必要な力
を計算します。支点から力点までの距離を3cm、支点から作用点までの距離を30cmとしたとき、力点ではたらく筋肉の力は何N（ニュートン）
になりますか。ただし、100gの物体にはたらく重力の大きさを1Nとし、腕自体の重さは考慮しないものとします。 （2021年 埼玉県公立入試 類似）

1. 200N 2. 20N 3. 2N 4. 300N

問4 デンプン溶液に唾液を加えて人肌程度の温度で一定時間置いたあと、ヨウ素液を加えても青紫色への変化が見られなくなりました。この理由と
して最も適切な説明を選びなさい。 （2014年 沖縄県公立入試 類似）

1. デンプンが熱によって消失し、液
体の中に存在しなくなったため

2. ヨウ素液が唾液の成分と中和反応
を起こして性質を失ったため

3. 消化酵素のアミラーゼによって、
デンプンが糖などの別の物質に変化
したため

4. 唾液に含まれる消化酵素がデンプ
ンをタンパク質に合成し直したため

問5 試験管の中にホウレンソウの葉と、二酸化炭素を多く含むヒトの呼気を入れ、密閉しました。この試験管に数時間強い光を当てたあと、試験管
の中の気体に石灰水を加えて振った際の結果とその理由として正しいものはどれですか。 （2023年 島根県公立入試 類似）

1. 石灰水は白く濁る。これは、光合
成によって二酸化炭素が放出された
ためである。

2. 石灰水は白く濁らない。これは、
呼吸によって二酸化炭素が吸収され
たためである。

3. 石灰水は白く濁らない。これは、
光合成によって二酸化炭素が吸収さ
れたためである。

4. 石灰水は白く濁る。これは、呼吸
によって酸素が吸収されたためであ
る。

問6 アブラナ、メダカ、ヒト、ゾウリムシの4種類の生物のうち、体のつくりが多細胞生物に当てはまらないものはどれですか。 （2022年 京都府公立入試

類似）

1. アブラナ 2. ゾウリムシ 3. ヒト 4. メダカ

問7 唾液によるデンプンの消化実験において、試験管の中にある糖の有無を調べるためにベネジクト液を用いた操作と、その際に観察される現象に
ついての説明として適切なものを選びなさい。 （2021年 岩手県公立入試 類似）

1. 試験管にベネジクト液を少量加え
、沸騰石を入れて加熱すると、糖が
存在すれば赤褐色の沈殿ができる。

2. 試験管にベネジクト液を少量加え
、数分間放置して反応を待つと、糖
が存在すれば青紫色に変化する。

3. 試験管にベネジクト液を少量加え
、よく振り混ぜてから日光に当てる
と、糖が存在すれば青紫色に変化す
る。

4. 試験管にベネジクト液を少量加え
、氷水に浸して十分に冷却すると、
糖が存在すれば赤褐色の沈殿ができ
る。

問8 植物の細胞を顕微鏡で観察した際に見られる、緑色の小さな粒で、光エネルギーを吸収して養分をつくり出すはたらきをする細胞小器官の名称
を答えなさい。 （2016年 岐阜県公立入試 類似）

1. 葉緑体 2. 核 3. 細胞質 4. 液胞

問9 赤血球に含まれるヘモグロビンが、全身の組織へ効率よく酸素を運搬するための性質について、酸素を離しやすい条件を説明したものとして適
切なものはどれですか。 （2023年 北海道公立入試 類似）

1. 酸素が多く、二酸化炭素も多い場
所で酸素を離す

2. 酸素が多く、二酸化炭素が少ない
場所で酸素を離す

3. 酸素が少なく、二酸化炭素が多い
場所で酸素を離す

4. 酸素が少なく、二酸化炭素も少な
い場所で酸素を離す

問10 葉の数や大きさがほぼ等しい植物の枝を用いて、蒸散量を調べる実験を行いました。何もしなかったときの水の減少量は16.8mL、葉の裏側にワ
セリンを塗ったときの減少量は4.8mL、葉の表側にワセリンを塗ったときの減少量は12.8mLでした。このとき、すべての葉の表側と裏側にワセ
リンを塗った場合に予想される水の減少量として、最も適切な数値を選びなさい。 （2017年 富山県公立入試 類似）

1. 4.0mL 2. 0.0mL 3. 12.0mL 4. 0.8mL

問11 多細胞生物の成り立ちにおいて、「細胞」「組織」「器官」の関係を説明したものとして、最も適切なものはどれか。 （2022年 京都府公立入試 類似）

1. 組織とは細胞がバラバラに集まっ
た状態を指し、器官のような決まっ
た役割は持たない。

2. 形や働きが同じ細胞が集まって組
織をつくり、いくつかの組織が組み
合わさって特定の働きを持つ器官を
つくる。

3. 異なる種類の器官が寄り集まるこ
とで、特定の役割を持つ一つの組織
が形成される。

4. 単一の細胞がそのまま器官となり
、それらが無秩序に集まることで一
つの組織が形成される。

問12 植物が太陽の光を十分に浴びているとき、植物全体で行われる気体の出入りについて正しく述べたものはどれですか。 （2023年 岐阜県公立入試 類似）

1. 昼間は呼吸のみが行われ、光合成
は行われないため、酸素のみを吸収
している。

2. 光合成による二酸化炭素の吸収量
が呼吸による放出量を上回るため、
全体として二酸化炭素を吸収し、酸
素を放出している。

3. 昼間は光合成のみが行われ、呼吸
は行われないため、二酸化炭素のみ
を吸収している。

4. 光合成による酸素の吸収量が呼吸
による放出量を上回るため、全体と
して酸素を吸収し、二酸化炭素を放
出している。

問13 ヒトが物を見る際、レンズを通過した光が網膜の上で正確に「像を結ぶ」ことにはどのような科学的意義がありますか。 （2020年 兵庫県公立入試 類似）

1. 網膜にある細胞が光をエネルギー
として吸収し、眼球を動かすための
筋力を発生させるため。

2. レンズで屈折した光を網膜で反射
させ、眼球の前方にある虹彩へ光を
戻して明るさを感知させるため。

3. 光を拡散させて網膜全体に広げる
ことで、一部の細胞に強い刺激が集
中して損傷するのを防ぐため。

4. 光を特定の面に集中させることで
、刺激を受け取る細胞が形や色の情
報を正しく識別できるようにするた
め。
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

組織
植物の「葉」自体は、光合成や蒸散といった特定の働きを担う「器官」であるが、その内部を
詳しく見ると、表皮細胞が集まった表皮組織や、道管・師管が集まった維管束組織などの単位
で構成されている。同じ働きを持つ細胞の集合体を指す用語は「組織」である。

問2 答え 3
脊髄

反射は、刺激に対して無意識に起こる素早い反応であり、刺激が感覚器から感覚神経を通って
脊髄に伝わると、大脳を経由せずに脊髄から直接、運動神経へ命令が送られます。大脳を通る
経路よりも短いため、反応にかかる時間を短縮し、危険から体を守る仕組みとなっています。

問3 答え 1
200N

てこの原理に基づき、「支点から力点までの距離 × 力点にはたらく力 ＝
支点から作用点までの距離 × 作用点にはたらく力」という関係式が成り立ちます。作用点に
は買い物かごの重さ2kg（20N）がかかっており、距離は30cmです。力点の距離は3cmであ
るため、筋肉の力をXとすると「3(cm) × X(N) ＝ 30(cm) × 20(N)」となり、Xを求めると
200Nとなります。支点から近い位置に力点があるため、動かす距離は小さくて済みますが、
大きな力が必要になるという特徴があります。

問4 答え 3
消化酵素のアミラーゼによって、デンプンが
糖などの別の物質に変化したため

ヨウ素液はデンプンと反応して青紫色を示す性質がありますが、アミラーゼという消化酵素の
作用によりデンプンが糖（ブドウ糖など）へ分解されると、その液体の中にデンプンが存在し
なくなります。物質が変化してデンプンが消滅したため、ヨウ素反応が起こらなくなったと考
えられます。

問5 答え 3
石灰水は白く濁らない。これは、光合成によ
って二酸化炭素が吸収されたためである。

植物は光が当たる環境において、光エネルギーを利用して二酸化炭素を吸収し、デンプンなど
の養分を合成する光合成を行います。呼気を入れた試験管に光を当てると、ホウレンソウが光
合成を行い、気体中の二酸化炭素を吸収するため、二酸化炭素に反応して白く濁る性質を持つ
石灰水は変化しなくなります。

問6 答え 2
ゾウリムシ

アブラナやメダカ、ヒトは、分業した多くの細胞から成り立つ多細胞生物です。一方、ゾウリ
ムシやアメーバ、ミカヅキモなどは、一つの細胞だけで全ての生命活動（栄養摂取、排泄、生
殖など）を行う「単細胞生物」に分類されるため、多細胞生物には当てはまりません。

問7 答え 1
試験管にベネジクト液を少量加え、沸騰石を
入れて加熱すると、糖が存在すれば赤褐色の
沈殿ができる。

ベネジクト液を用いた実験では、薬品を加えた後に加熱を行うという操作が不可欠です。加熱
により、液に含まれる成分と糖が化学反応を起こし、特徴的な赤褐色の沈殿が生成されます。
冷却や放置、あるいは日光による反応ではなく、熱エネルギーを与えることで反応を促進させ
る点が入試における重要なポイントです。

問8 答え 1
葉緑体

植物の細胞内にある緑色の小さな粒は葉緑体と呼ばれます。葉緑体にはクロロフィルという色
素が含まれており、光のエネルギーを利用して、水と二酸化炭素からデンプンなどの養分をつ
くり出す「光合成」という重要な反応を行っています。

問9 答え 3
酸素が少なく、二酸化炭素が多い場所で酸素
を離す

ヘモグロビンは、酸素の濃度が高い肺胞の付近で酸素と結びつき、逆に酸素の濃度が低い全身
の組織で酸素を離すという性質を持っている。さらに、二酸化炭素が多い場所ではより酸素を
離しやすくなるという特性があるため、呼吸が活発で酸素を必要としている細胞へ効率よく酸
素を届けることができる。

問1
0

答え 4
0.8mL

葉の表側からの蒸散量は、全体の減少量（16.8mL）から裏側をふさいだときの減少量（4.8
mL）を引いた12.0mLです。また、葉の裏側からの蒸散量は、全体（16.8mL）から表側をふ
さいだときの減少量（12.8mL）を引いた4.0mLです。すべての葉にワセリンを塗った場合に
減少する水は、葉の両面以外、つまり茎からの蒸散によるものと考えられます。全体（16.8m
L）から葉の表（12.0mL）と裏（4.0mL）の合計を引くと、0.8mLが茎からの蒸散量として
算出されます。

問1
1

答え 2
形や働きが同じ細胞が集まって組織をつくり
、いくつかの組織が組み合わさって特定の働
きを持つ器官をつくる。

生物の体は、まず細胞が集まって「組織」をつくり、その組織がさらに数種類組み合わさるこ
とで、特定の働きを担う「器官」が構成される。例えば、動物の「胃」という器官は、上皮組
織や筋組織などの異なる組織が組み合わさってできている。この構造により、生物は複雑な生
命活動を分業して行うことができる。

問1
2

答え 2
光合成による二酸化炭素の吸収量が呼吸によ
る放出量を上回るため、全体として二酸化炭
素を吸収し、酸素を放出している。

植物は昼夜を問わず常に呼吸を行っており、酸素を取り入れて二酸化炭素を放出しています。
しかし、光が当たる昼間は光合成も行われ、その二酸化炭素吸収量は呼吸による放出量よりも
大きくなります。そのため、植物全体で見ると二酸化炭素を吸収し、酸素を放出しているよう
に見えます。

問1
3

答え 4
光を特定の面に集中させることで、刺激を受
け取る細胞が形や色の情報を正しく識別でき
るようにするため。

網膜には光の刺激を受容する細胞が並んでおり、レンズの屈折作用によって光が網膜上で像を
結ぶ（焦点を結ぶ）ことで、物体の形や色を詳細に認識することが可能になります。像が網膜
上で正確に結ばれないと、視界がぼやけて見える原因となります。


